
脳と情報処理のメカニズムを解明し、真に伝えたいことを制約なしに伝えたり、現行とは全く異なる情報通信ネットワークを
実現する「脳情報通信研究」に関し、研究開発を実施する上での方向性を整理することを目的に設置。

脳活動に学ぶ効率的な情報ネットワーク技術に関する要素技術の確立、脳活動を介して意思や動作を機械に伝える技術等
の高度化と現場への適用方策、これら革新的技術の普及・利活用に当たっての社会的課題と解決方策等について検討する。

大臣主催の懇談会として設置予定。

研究開発の実施に当たっては、韓国等諸外国の関連研究機関とも連携を図る予定。

ＩＣＴタスクフォースにおける議論や共通番号制度に関する「原口五原則」を踏まえ、「ＩＣＴ維新ビジョン」に掲げられた２０１４
年に国民本位の電子行政を実現するという目標の達成に向けた検討を行うことを目的に設置。

原口五原則を踏まえ、公的情報の利活用による、国民一人一人が自らの情報を自らの意思で管理する発想に基づく民間／
行政サービスの在り方や、これらサービスを実現するための制度的・技術的課題の整理を行った上で、検討スケジュールの
明確化と、具体的なアクションプランの策定を行う。

地球的課題検討部会のワーキンググループとして設置予定。

国際競争力強化検討部会において示された基本的な方向性を受けて、重点分野について、今後の標準化の進め方や推進
体制の具体化を行うことを目的に設置。

早急に着手すべき分野（例えば３Ｄテレビ等）から、標準化戦略として早急に取り組むべき課題や、課題を解決するための検
討体制等について、検討・具体化を行う。

国際競争力強化検討部会の検討チームとして設置予定。

ＩＣＴタスクフォースに新たに設置するワーキンググループ等 （案）

国際標準化戦略に関する検討チーム （仮称）

電子政府推進対応ワーキンググループ （仮称）

脳とＩＣＴに関する懇談会 （仮称）
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